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韮崎に帰ってきて、あらためて感じることは、私はここで育ったんだな

と実感をするということ。

本当に良い場所で育ったなと思います。

故郷というのはどこにいても忘れることのできない大切な場所なんです。

ここは本当に風光明媚・・・。

こんなに美しい場所は、世界中を探してもそうは無いですね。

眺望は人を養うという言葉があるんですが、

きれいな場所に生まれ、そして育つということは、

人をまともなものにするんです。
（平成 27 年 10 月 17 日、帰郷後の公式記者会見にて / 韮崎大村美術館 )

韮崎市名誉市民・北里大学特別栄誉教授

大村 智 博士

ノーベル医学・生理学賞受賞

故郷はどこにいても
忘れることのできない

大切な場所
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写真：幸福の小径命名記念式典で大歓迎を
　　　受け笑顔を見せる大村博士
　　　（平成 27 年 12 月 20 日 / 甘利沢川さくら公園）
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大
村
智
博
士
が
少
年
時
代
に
韮

崎
中
学
校
（
現
在
の
市
役
所
）
ま

で
通
わ
れ
た
通
学
路
を
、
こ
の
た

び
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞

の
受
賞
を
記
念
し
て
、「
幸
福
の
小

径（
こ
う
ふ
く
の
こ
み
ち
）」と
名

付
け
、
平
和
と
幸
福
の
た
め
に
貢

献
し
た
大
村
博
士
の
偉
業
を
末
永

く
称
え
て
い
き
ま
す
。

　
12
月
20
日
に
は
、
大
村
博
士
に

も
ご
臨
席
を
い
た
だ
く
な
か
、
命

名
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
市
内

外
か
ら
約
1
4
0
0
名
も
の
方
々

が
一
目
博
士
を
見
よ
う
と
会
場
に

駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　
今
後
、
幸
福
の
小
径
に
は
大
村

博
士
の
銅
像
や
、
博
士
が
名
誉
理

事
長
を
務
め
る
女
子
美
術
大
学
の

学
生
や
O
G
ら
新
進
気
鋭
の
若
手

芸
術
家
の
彫
刻
作
品
な
ど
を
設
置

し
、
ア
ー
ト
で
創
出
す
る
新
し
い

憩
い
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
々
に
末
永
く
愛
さ
れ
、
親
し
ま

れ
る
小
径
と
な
る
よ
う
整
備
を
し

て
い
き
ま
す
。

こ
の
美
し
い
風
景
と
素
晴
ら
し

い
環
境
を
多
く
の
方
々
に
観
て

い
た
だ
き
た
い

　
こ
の
た
び
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
、
私
が
少
年
時
代
に

通
っ
た
道
を
「
幸
福
の
小
径
」
と

命
名
し
、
多
く
の
方
々
に
歩
い
て

い
だ
く
こ
と
は
、
大
変
光
栄
な
こ

と
で
す
。
こ
の
美
し
い
風
景
と
素

晴
ら
し
い
環
境
を
多
く
の
方
々
に

観
て
い
た
だ
き
、
訪
れ
た
皆
さ
ん

の
思
い
出
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
こ
ん
な
に
も
多
く
の

方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
小
さ
い

お
子
さ
ん
か
ら
も
手
を
差
し
伸
べ

ら
れ
た
り
し
て
、
大
歓
迎
・
大
祝

福
を
受
け
て
い
る
ん
だ
と
思
う
と

本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
故
郷
韮
崎
は
、
私
を
懐
深
く
迎

え
て
く
れ
る
場
所
で
す
。
こ
の
地

に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
持
っ
て
帰
っ
て

こ
れ
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
育
ん
だ
美
し
い
風
景
、素
晴
ら
し
い
環
境

大
村
博
士
の
少
年
時
代
の
通
学
路
を

と
命
名

記念式典に来場した広瀬はるか
さん、清水双葉さんは、「ノーベ
ル賞を受賞したすごい人に会っ
たんだと思うと、うれしくてたま
らないです。私たちも大村博士み
たいに、勉強や習字などを頑張っ
て、賞をとってみたいです。」と
話してくれました。
� （幸福の小径看板の前にて）

   ▲記念式典の後に行われた歩き初めには多くの方が参加し賑わいました。

▲�熱烈な歓迎を受け、笑顔で挨拶を
される大村智博士

　（命名記念式典、12 月 20 日）
※「幸福の小径」題字　書家　田中志津 先生
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割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
、	

本
当
に
す
ば
ら
し
い		

　
　
　

授
賞
式
だ
っ
た

　
12
月
10
日
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

で
行
わ
れ
た
ノ
ー
ベ
ル
賞
授
賞
式

で
、
カ
ー
ル
16
世
グ
ス
タ
フ
国
王

か
ら
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞

を
授
与
さ
れ
た
韮
崎
市
名
誉
市
民

の
大
村
智
博
士
。

　
12
月
20
日
に
は
、
内
藤
市
長
が

大
村
博
士
の
神
山
町
の
ご
自
宅
を

表
敬
訪
問
し
、
授
賞
式
や
そ
の
後

に
行
わ
れ
た
晩
餐
会
・
現
地
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
様
子
、
そ
し
て

何
よ
り
受
賞
の
喜
び
を
あ
ら
た
め

て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

大村智名誉市民ノーベル賞受賞特別企画展「武田の里が育んだ偉大な科学者の軌跡」
　大村博士の経歴や業績等についてご紹介するとともに、偉業を成した博士を育んだ韮崎の魅力につい
て多くの方々に知っていただく企画展です。皆さん、ぜひこの機会にご覧ください。
■開催期間　5月 8日（日）まで　【入場無料】
■開催場所　韮崎市ふるさと偉人資料館　（市民交流センターニコリ 1階）
　※�ノーベル財団公式レプリカ「ノーベル賞メダル」の特別展示については、展示日が指定されており
ます。お問い合わせいただくか、市ホームぺージ及び情報カレンダーで展示日をご確認ください。

■問い合わせ　韮崎市ふるさと偉人資料館　☎ 21-3636

▲�ノーベル賞授賞式観覧会には、地元の方々や母校・山梨大学の
学生、山梨科学アカデミーの関係者など約 200 名が参加。

写真提供　学校法人北里研究所

▲�授賞式後に笑顔で会場より
出てきた大村博士（ストック
ホルム）写真提供：山梨県

『
授
賞
式
は
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
ん
で
す
が
、
と
て
も

緊
張
を
し
ま
し
た
ね
。
メ
ダ
ル
が

授
与
さ
れ
る
と
、
約
1
2
0
0
名

く
ら
い
の
観
衆
か
ら
割
れ
ん
ば
か

り
の
拍
手
が
送
ら
れ
、
本
当
に
印

象
的
で
、
他
の
賞
で
は
味
わ
え
な

い
ほ
ど
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　
授
賞
式
の
後
に
催
さ
れ
た
晩
餐

会
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
妃
と

王
女
に
囲
ま
れ
食
事
を
し
ま
し
た
。

そ
の
際
に
王
妃
か
ら
、
ノ
ー
ベ
ル

賞
の
賞
状
の
文
字
が
印
刷
文
字
の

よ
う
に
見
え
る
が
全
部
手
書
き
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
い
た
ん
で
す
。
上
手
に
書
く
も

ん
だ
な
と
感
心
し
ま
し
た
ね
。
食

事
も
す
べ
て
美
味
し
く
て
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。

　
（
韮
崎
で
は
授
賞
式
の
観
覧
会

が
行
わ
れ
そ
う
で
す
が
）
深
夜
に

も
関
わ
ら
ず
大
勢
の
方
々
が
集
ま

り
祝
福
し
て
く
れ
て
大
変
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
ね
。

　
ま
た
、現
地
で
は
、記
者
の
方
々

か
ら
よ
く
追
い
か
け
ら
れ
、
た
く

さ
ん
取
材
を
受
け
た
こ
と
も
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。（
笑
）

　
受
賞
し
て
感
じ
る
こ
と
で
す
が
、

亡
く
な
っ
た
妻
は
、
結
婚
生
活
の

3
分
の
2
が
病
気
と
の
闘
い
で
し

た
。
で
も
泣
き
言
な
ど
は
決
し
て

言
わ
ず
に
頑
張
り
そ
し
て
支
え
て

く
れ
た
ん
で
す
。
本
当
に
感
謝
を

し
て
い
ま
す
。』

　
こ
の
よ
う
に
大
村
博
士
に
受
賞

の
喜
び
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲�神山町のご自宅で授賞式の様
子を話される大村博士

� （12 月 20 日）

5

特集  ノーベル賞を育んだ風景がココにある



　税の申告は、平成 27 年 1 月 1 日から 12 月 31 日までの 1 年間に得られた個人の収入や、控除・必要
経費等を記載して、市役所や税務署に提出をする手続きです。この申告に基づいて、所得税や住民税、国
保税などが確定します。正しい申告をするため、また申告時にあわてないためにも、必要書類の整理や収
入・支出金額の集計などは早めにご準備ください。

下のフローチャートを参考に、どのような申告をすべきかご確認ください。

所得税
住民税
（市・県民税）

【申告受付期間】
2月 16日（火）～ 3月 15日（火）

※所得税の還付申告
　医療費控除・住宅借入金等特別控除などの還付申告は、
　2月 16日以前でも甲府税務署で受け付けしています。

申告が必要な人は、どんな人？

の申告がはじまります
準備はお早めに！税

Ⅰ

スタート 平成 27 年 1 月 1 日～12 月 31 日の間に収入がありましたか

次のページで申告方法を確認しましょう！
■申告が遅くなると・・・
　期限を過ぎてから申告書を提出すると納税通知書の届く時期が

遅くなったり課税証明書が必要なときすぐに交付を受けること
ができませんのでご注意ください。

・遺族年金 
・障害年金
・雇用保険（失業保険） 
・労災保険

給与は年末調整をして
いますか？

源泉徴収票は年金が
1 枚だけですか？

源泉徴収票は年金のみで
2 枚以上ですか？

年金は合計で 400 万円
以上ありますか？

給与や年金などの収入すべて
の源泉徴収票が併せて 2 枚以
上、もしくはそれ以外に収入
がありますか？

・住宅借入金特別控除
・医療費控除
・雑損控除
　　　を受けますか？

申告期間内に
市役所税務課窓口で

住民税申告
①

確定申告
①

確定申告
② 市の申告会場で

住民税申告申告不要

・生命保険
・扶養等各種控除
　　　を受けますか？

・給与
・年金（老齢・企業）
・事業・農業 
・不動産　　　　など

それは、
どんな収入ですか？

※注意
　このフローチャートは、一般的な事例です。
　その他のケースは、税務課までお問い合せください。

A

は  い

は  い

は  い

は  い

は  い は  い

は  い

は  い

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ いいえ

いいえ

いいえ

B

B

A

いいえ
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■確定申告 (P6 のフローチャート①に該当する方）
　次の 3 つの中から選択してください
　1．ご自身で申告書を作成し、甲府税務署へ直接申告（詳しくは甲府税務署までお問合せください）
　2．インターネットによる電子申告（国税庁 HP：http://www.e-tax.nta.go.jp/）
　　　※�公的個人認証サービス付きの住民基本台帳カード又は、個人番号カード・IC カードリーダ

ライタ（家電量販店などで購入可）が必要になります。
　3．市の相談会での申告（相談会日程は P8 を参照）
■住民税申告（P6 のフローチャート②に該当する方）
　下記（Ⅲ、Ⅳ）に掲載してある必要な持ち物を持って市の相談会に行き、相談しながら作成し、
申告する（相談会日程は P8 を参照）

■すべての方に共通
◎�各種控除に必要な書類
　�生命保険料・地震保険料などの控除証明書、
社会保険料・国民年金などの領収書、障害
者手帳、医療費の領収書など

※書類が不足すると控除の受付はできません。
◎�印鑑
◎��扶養控除・配偶者控除の認定は、所得要件
があるため、被扶養者の所得がわかる書類

■営業等所得がある方
◎�収入・支出金額がわかる書類
　（収支内訳書・領収書など）
※平成 26 年 1 月から事業所得（営業、農業）・
不動産所得または、山林所得を生ずべき業務
を行うすべての方に帳簿の記帳・保存が義務
化されています。
　また、所得税及び復興特別所得税の申告の
必要がない方も対象となります。

■太陽光発電の収入がある方
　太陽光発電による売電収入
がある場合、その収入は雑所
得となり、設置費や収入・経費のわかるもの
を整理して申告していただく必要があります。

■介護認定を受けている方
　認定を受けている 65 歳以上の方で、常に
就床を要し、複雑な介護を必要とする方は、福
祉事務所の証明により、特別障害者控除を受
けられます。

■住宅借入金等特別控除を受ける方
　平成 27 年中に家の新築を行い、10 年以上
の借入があり、適用条件に合致する場合には、
右欄の書類をご用意し申告することで、10年
間の控除を受けることが可能です。

■給与・年金所得がある方
◎所得税の源泉徴収票（原本）
※�中途退職し、再就職されなかった方は、以前勤
務していた職場に請求してご用意ください。

■農業所得がある方
◎�収入・支出金額がわかる書類
　（収穫量・販売数量、自家消費量、経費などを
必ず集計してください。）
◎�農協や市場などで発行する収支証明書や領収書
◎�動力稲刈機や田植機などを買った、または買い
替えた場合の領収書

◎�大型農業用機械（農業用自動車・トラクター・
コンバインなど）を買った場合は、販売証明書・
領収書および保険料の領収書

◎�耕作委託料などを支払った場合は、その領収書
など（委託内容が明記されたもの）

◎堰費・土地改良費（維持管理費のみ）の領収書

◇必要書類（新築の場合）
　�住民票の写し、借入金の年末残高証明書、家屋
の売買契約書・土地の売買契約書（土地も同時
購入の場合）、家屋の登記事項証明書、土地の
登記事項証明書（土地も同時購入の場合）など

＊�中古住宅の購入・増改築などについては、税務
署までお問い合わせください。

＊�平成 21 年から 31 年 6 月までに居住し、所得
税の住宅ローン減税制度（住宅借入金等特別控
除）を受けた方で、所得税において控除しきれ
なかった金額がある場合は、翌年度の個人住民
税において税額控除がされます。

　（上限 97,500 円）
　※�平成 26 年 4 月以降に居住し住宅取得に係る

消費税が 8％の場合は上限が 136,500 円

申告方法

申告時に必要な持ち物（確定申告、住民税申告）

その他申告が必要な方

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ
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※�お住まいの地区以外の会場でも相談を受付
します。ご都合に合わせてご来場ください。

※�受付は、書類の提出が出来る方から順次受
け付けます。

※�農業・営業所得などがある方は、収支をま
とめて、医療費控除のある方は合計額を計
算してから申告相談にお越しください。収
支がまとめられていない場合には、まとめ
ていただいてからの受付となります。

　�なお、医療費控除をまとめる際には、人ごと、
病院ごとに医療費の計算をしてください。

※�会場で作成される方は、時間にゆとりを
もってお越しください。

会場地図はこちらの QR
コードよりご確認できま
す。会場名をクリックす
ると地図が出ます。

◇確定申告書作成相談会
　�税務署と県と市の共同開催で申告書作成相談
会を行います。

※�譲渡・贈与・相続についてはお受けできません。
　■日時　2 月 9 日（火）
　　　　　10 時～ 12 時・13 時～ 16 時
　■場所　市民交流センターニコリ 1 階
　■問い合わせ　甲府税務署
　　　　　　　　☎ 055-254-6105

◇税理士会による無料申告相談会
◆還付申告相談（給与・年金所得者の医療費控除）
　■日時　2 月 4 日（木）・5 日（金）
　　10 時～ 11 時 30 分 ･13 時～ 15 時 30 分
　■場所　甲府市総合市民会館 3 階大会議室
◆小規模納税者のための無料申告相談
　�所得税及び消費税、年金受給者及び給与所得
者の方の所得税の申告を対象として行います。

　■日時・場所
　　1 月 27 日（水）～ 29 日（金）
　　　甲府市総合市民会館 3 階大会議室
　　2 月 1 日（月）～ 3 日（水）
　　　甲府市北公民館 3 階大ホール
　　2 月 16 日（火）～ 19 日（金）
　　　甲府市総合市民会館 3 階会議室④
　※時間（共通）
　   10 時～ 11 時 30 分・13 時～ 15 時 30 分
◆税理士記念日無料税務相談
　�還付申告相談、小規模納税者、年金受給者・給
与所得者申告に加え、譲渡・相続・贈与等の
相談も受け付けます。（申告書の提出は不可）

　■日時　2 月 23 日（火）
　　10 時～ 11 時 30 分・13 時～ 15 時 30
　■場所　山梨県税理士会館
   ■問い合わせ　東京地方税理士会甲府支部
　　　　　　　　☎ 055-233-1318

市の相談会の日程　相談受付時間　9時～ 16時

その他の相談会

Ⅴ

Ⅵ

　
平
成
27
年
中
に
、本
人
や
本
人

と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
や

親
族
の
た
め
に
支
払
っ
た
医
療

費
を
も
と
に
所
得
税
や
住
民
税

を
減
額
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

（
支
払
っ
た
医
療
費
が
返
っ
て

く
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　
栄
養
ド
リ
ン
ク
な
ど
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
が
、
市
販
の
風

邪
薬
や
胃
腸
薬
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
お
む
つ
に
つ
い
て
は

医
師
が
発
行
し
た
「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」
に
よ
り
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

領
収
書
原
本
の
提
出
が
必
須
と

な
り
ま
す
の
で
、
控
除
を
受
け

る
場
合
に
は
領
収
書
と
事
前
に

合
計
額
を
集
計
し
た
計
算
書
な

ど
を
各
申
告
会
場
、ま
た
は
、税

務
署
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
税
務
署
も
し
く

は
市
役
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

＊
甲
府
税
務
署

☎
0
5
5
-2
5
4
-6
1
0
5

＊
税
務
課
市
民
税
担
当

�

（
内
線
1
5
3
～
1
5
5
）

ご
存
知
で
す
か
？

　
医
療
費
控
除

受付日 受付会場
2月 16日 火 穴山公民館（穴山ふれあいホール）
2月 17日 水 中田公民館
2月 18日 木 藤井公民館
2月 19日 金 穂坂公民館（穂坂コミュニティーセンター）
2月 21日 日 韮崎市民交流センター　ニコリ
2月 22日 月 円野公民館（つぶらの会館）
2月 23日 火 清哲公民館（清哲会館）
2月 24日 水 神山公民館（武田の里ふれあいホール）
2月 25日 木 旭公民館
2月 26日 金 大草公民館（大草ふれあいセンター）
2月 29日 月 龍岡公民館
3月 1日 火

市役所４階大会議室3月 2日 水
3月 3日 木
3月 4日 金
3月 7日 月

市役所４階大会議室
3月 8日 火
3月 9日 水
3月 10日 木
3月 11日 金
3月 14日 月 市役所４階大会議室3月 15日 火
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子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
放
課
後
を

■年間利用（月額会員）
　※小学校 1～ 6年生の放課後留守家庭等の児童

区　分 単　位 第 1子 第 2子
基本利用料 月額 2,500 円 1,300 円

長期休業
期間利用
料の加算

夏季休業日の期間 1期間 3,000 円 1,500 円
冬季休業日の期間 1期間 1,000 円 500円
学年末休業日及び
学校始休業の期間 1期間 1,000 円 500円

延長利用（18時 30分以降）
の利用料 1回 100円 100円

■ 1日利用（小学校 1～ 6年生で月額会員以外）
　※放課後帰宅せず直接来館する、授業の無い日に昼食を持参する場合

区　分 単　位 第 1子 第 2子
授業のある日の利用
（放課後の利用） 日額 300円 200円

授業のない日の利用
（土曜日、夏休み等） 日額 600円 300円

延長利用（18時 30分以降）
の利用料 1回 100円 100円

◦第１子、第２子の数え方
　�同一世帯・同一クラブをきょうだいで利用する場合に、年少の児童から
順番に数えます。第３子以降は無料です。
◦利用料の免除
　�「生活保護世帯」及び「ひとり親世帯・障がい者または障がい児のいる
世帯のうち、市民税が非課税の世帯」は無料です。

■市内の児童クラブ一覧

児童クラブ名 住所・電話番号 定 　　　　　　　　
員

韮崎児童クラブ
韮崎市本町 2丁目 1番 7号
韮崎児童センター内
☎ 22-7687

50 名

北東児童クラブ
韮崎市藤井町駒井
2248番地 1
北東児童センター内
☎ 23-5550

50 名

北西児童クラブ
韮崎市清哲町青木
1078番地 1
北西児童センター内
☎ 22-1775

50 名

第 1
甘利児童クラブ

韮崎市大草町上條東割
788番地
甘利児童センター内
☎ 23-1535

50 名

第 2
甘利児童クラブ 50名

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
員
を
募
集

韮
崎
市
母
子・父
子
世
帯
等

　
小
中
学
校
入
進
学
祝
金
の
支
給
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
仕
事
や
疾
病
、
看
護

等
を
理
由
に
保
護
者
が
昼
間
不
在

の
小
学
校
児
童
を
対
象
に
し
た
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て

お
り
、
次
の
と
お
り
平
成
28
年
度

の
入
会
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

■�

対
象
児
童　
小
学
校
1
～
6
年

生（
平
成
28
年
度
時
点
）の
児
童

■
開
設
時
間

☆
月
～
金
曜
日

　
12
時
～
19
時

☆�

土
曜
日
・
学
校
長
期
休
暇
等

　
7
時
30
分
～
19
時

※�

土
曜
日
の
利
用
は
事
前
登
録
制

で
、
韮
崎
児
童
セ
ン
タ
ー
で
の

合
同
開
設
に
な
り
ま
す
。

■
申
込
書
配
布
開
始
日

　
1
月
29
日
（
金
）
か
ら
、
各
児

童
セ
ン
タ
ー
で
申
込
書
類
一
式
を

配
布
し
ま
す
。

■
申
込
期
間　
2
月
1
日
（
月
）

　
　
　
～
2
月
19
日
（
金
）

※
月
～
金
曜
日
10
時
～
18
時

■
申
込
場
所　
各
児
童
セ
ン
タ
ー

※�

定
員
超
過
の
場
合
は
ご
希
望
に

添
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

�
 （

内
線
1
7
4
・
1
7
5
）

　
4
月
に
、県
内
の
小
中
学
校（
特

別
支
援
学
校
含
む
）
へ
入
進
学
す

る
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
の
父
又
は
母
（
父
母
の

い
な
い
児
童
の
養
育
者
を
含
む
）

の
方
の
う
ち
、
次
の
要
件
を
満
た

す
方
へ
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

※
受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
申
請
書
は
福
祉
課
窓
口
に
用
意　

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
期
日
ま　

で
に
ご
申
請
願
い
ま
す
。

■
支
給
額　

　
児
童
1
人
に
つ
き
1
万
円

■
支
給
要
件

①
平
成
28
年
1
月
1
日
現
在
、
韮

　

�

崎
市
に
住
所
を
有
す
る
母
子
・　

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

父
子
世
帯
等

②�

平
成
27
年
度
（
平
成
26
年
分
）　

の
所
得
税
が
非
課
税
世
帯

③�

生
活
保
護
未
受
給
世
帯

■
申
請
期
限　
3
月
31
日
（
木
）

■
必
要
書
類
等

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者　

証
・
印
鑑
・
申
請
者
（
保
護
者
）　

名
義
の
通
帳

※�

平
成
27
年
1
月
2
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の　

課
税
証
明
書
が
必
要
に
な
る
場　

合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

�

（
内
線
1
7
5
）

病児・病後児保育所の利用対象者を
小学校 6年生まで拡大！

　市では、児童等が病気又は病気の回復
期で集団保育や家庭での保育が困難な期
間、市立病院内の専用保育室で児童を預
かる病児・病後児保育を実施しています
が、このたび下記のとおり、利用対象範
囲を拡大しましたのでお知らせします。
■�利用対象者　生後 6ケ月～小学校 6
年生で、次のいずれかに該当する者

①本市に住所を有する者
②�市内の保育園・幼稚園・小学校に通っ　
ている者

③保護者が市内に勤務している者
※�ご利用には事前登録が必要です。詳　
しくはお問い合わせください。

■申し込み・問い合わせ
　福祉課子育て支援担当
� （内線 174・175）
　病児・病後児保育所「スマイル」
� ☎ 23-4507
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団
員
の
士
気
を
高
め
、災
害
に
備
え
る

山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰
甲
種
功
労
章

●
円
野
分
団　
山
形　
勝　
　

●
穴
山
分
団　
小
泉
浩
一　
　

●
清
哲
分
団　
藤
巻
文
輝

山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰
乙
種
功
労
章

●
韮
崎
分
団　
内
藤　
哲　
岩
下　
猛　

　
小
中
澤
淳　
雨
宮　
彰　
大
久
保
勇
二　

●
穂
坂
分
団　
石
川
浩
一　
向
山
恒
貴

　
小
澤
武
範　
名
取
一
也　
　

●
藤
井
分
団　
坂
本
健
久　
高
添
秀
文

　
古
澤
和
也　
　

●
中
田
分
団　
萩
原
広
光　
　

●
穴
山
分
団　
嶋
津
信
太
郎　
堀
井
則
明

●
円
野
分
団　
秋
山　
浩　
　

●
清
哲
分
団　
清
水
剛
史　
　

●
神
山
分
団　
功
刀
隆
文　
　

●
旭
分
団　
久
保
田
聡　
樋
口
政
幸　

●
大
草
分
団　
岡　
　
薫　
岩
本
豪
志　

●
竜
岡
分
団　
千
野
光
彦　
矢
島
宏
和

中
北
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰

●
韮
崎
分
団　
山
寺
政
剛　
　

●
中
田
分
団　
古
屋
博
也　
　

●
穴
山
分
団　
生
山
茂
巳　
　

●
円
野
分
団　
丸
山
吉
彦　
　

●
清
哲
分
団　
竹
田
康
彦　
　

●
旭
分
団　
堀
内　
孝

韮
崎
警
察
署
管
内
防
犯
功
労
者
表
彰

●
韮
崎
分
団　
中
山
信
次　
三
枝
克
彰　

 
　
村
松　
学　
伊
藤
和
正　
藤
原
美
彦　
　

●
穂
坂
分
団　
廣
瀬
弥
栄　
海
瀬　
隆　

　
木
下
義
則　
志
村　
淳　
　

●
藤
井
分
団　
佐
藤
亜
弥　
赤
沼
丈
史　

　
長
田
浩
之　
　

●
中
田
分
団　
清
水　
学　
米
山
治
良　
　

●
穴
山
分
団　
細
窪
康
弘　
小
泉
正
文

●
円
野
分
団　
丸
山
吉
彦　
　

●
清
哲
分
団　
加
賀
爪
冬
彦　
花
輪
泰
彦

●
神
山
分
団　
名
取
克
敏　
　

●
旭
分
団　
小
野
貴
史　
久
保
田
聡　

●
大
草
分
団　
土
橋
達
矢

●
竜
岡
分
団　
樋
口
二
生

峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

消
防
長
表
彰

●
韮
崎
分
団　
飯
野　
敏　
村
松　
学　

　
忠
木
浩
紀　
長
坂
直
人　
故 

森
本
純
一

●
穂
坂
分
団　
横
森
隆
文　
横
内
栄
一
郎　

　
野
尻　
剛　
丸
山
清
彦　
　

●
藤
井
分
団　
高
山　
謙　
小
野
和
重

●
中
田
分
団　
小
川
龍
裕　
守
屋
忠
司　

●
穴
山
分
団　
生
山
秀
樹　
　

●
円
野
分
団　
伊
藤
公
一

●
清
哲
分
団　
藤
巻
優
之　
雨
宮
博
一

●
神
山
分
団　
駒
井
宏
一
郎　
　

●
旭
分
団　
矢
崎　
徹　
久
保
田
聡　
　

●
大
草
分
団　
野
沢
純
一　
佐
野
和
也　

●
竜
岡
分
団　
矢
島
紀
彦　
樫
山
竜
彦

市
長
表
彰

●
韮
崎
分
団　
横
内
郁
弘　
小
林
浩
司　
　

　
白
倉
真
治　
渡
邊
譲
司　
伏
見
和
彦　

●
穂
坂
分
団　
大
柴
行
弘　
佐
藤
正
和　
　

　
横
森
直
人　
向
山
健
一　
　

●
藤
井
分
団　
中
山
正
樹　
長
田　
久　
　
　

　
黒
澤
篤
志　

●
中
田
分
団　
平
賀
雅
仁　
山
本
英
伸

●
穴
山
分
団　
伊
藤
洋
治　
河
東
正
樹　

●
円
野
分
団　
細
田
雅
史　

●
清
哲
分
団　
小
澤
健
一　
藤
巻
光
希

●
神
山
分
団　
今
村
勝
也　
矢
崎
大
地

●
旭
分
団　
成
島　
光　
小
野
充
裕　
　

●
大
草
分
団　
矢
崎　
実　
土
橋
達
矢　
　

●
竜
岡
分
団　
牛
留
如
心　
上
野
純
也

山
梨
県
消
防
協
会
峡
北
支
部
長
表
彰

●
韮
崎
分
団　
八
巻
宏
宣　
深
沢　
明　

　
宮
川　
滋　
近
藤
敏
弘　
向
山
健
志　

　
中
村
隆
昭　
高
野
純
矢　
　

●
穂
坂
分
団　
石
原
浩
二　
中
澤
清
人　

 
　
平
賀
一
彦　
斉
藤　
大　
篠
原
賢
一　

   

小
林
典
孝　
　

●
藤
井
分
団　
坂
本
和
之　
平
賀
健
太　
　

　
小
野
健
雄　
水
上　
拓　
　

●
中
田
分
団　
松
井
健
司　
小
澤
浩
二　

●
穴
山
分
団　
長
谷
川
真
吾　
長
田　
淳

　
土
田
喜
弘　
　

●
円
野
分
団　
坂
本
篤
彦　
山
本
雅
也　

●
清
哲
分
団　
小
澤
昭
彦　
伏
見
大
志　

●
神
山
分
団　
中
田　
中　
内
藤
宏
貴　
　

●
旭
分
団　
小
野
貴
史　
志
村
肇
則　

　
吉
岡
大
悟　
　

●
大
草
分
団　
矢
崎
貢
司　
田
川
雄
大　

●
竜
岡
分
団　
山
本
真
二　
杉
谷
亮
平　
　

　
武
川
勝
大

団
長
表
彰

●
韮
崎
分
団　
野
中
三
大　
小
林
英
二　
　

　
平
賀
洋
志　
三
枝
大
吾　
志
村
洋
一　
　

　
雨
宮
友
樹　
北
田　
進　
島
村
正
幸　
　

●
穂
坂
分
団　
大
柴
正
仁　
広
瀬　
秀　

　
猪
股
宏
充　
細
田
裕
之　
平
賀
正
樹　

●
藤
井
分
団　
宮
澤
昌
治　
中
島
秀
俊　
　

　
小
澤
利
哉　
中
込　
博　
平
賀
聖
士　
　

●
中
田
分
団　
渡
辺
光
貴　
山
本
啓
義　
　

　
笠
井
康
史　
　

●
穴
山
分
団　
井
上
俊
一　
島
田　
親　

　
嶋
津
優
弥　
　

●
円
野
分
団　
三
枝
浩
之　
伊
藤
正
樹　

●
清
哲
分
団　
小
澤　
隆　
藤
原　
洵　

　
桜
田
真
吾　
　

●
神
山
分
団　
山
本　
卓　
三
井　
圭　
　

●
旭
分
団　
小
野
陽
司　
長
田　
司　

　
堀
内
和
哉　
　

●
大
草
分
団　
野
沢
純
一　
佐
野
和
也　
　

　
岡　
　
薫　
　

●
竜
岡
分
団　
岡
部
政
弘　
堀
川
裕
司　
　

　
篠
原　
豊　
　
　
　
　
　
　

�

（
敬
称
略
）

■
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
防
災
交
通
担
当

�

（
内
線
3
3
9
・
3
9
9
）

　
1
月
10
日
、
市
営
総
合
運
動
場
で
、
新
春
を
飾
る
韮
崎
市
消
防
団
出
初

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
た
団
員
の
皆
さ
ん
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
れ
ほ
か
、
各
分
団
の
選

手
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
等
も
披
露
さ
れ
、
き
び
き
び
と
し
た
団
員
の
動
き

に
会
場
か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

韮
崎
市
消
防
団
出
初
式
を
開
催

さらば電話詐欺 !!
振込詐欺等抑止電話装置購入及び設置費助成の対象世帯を拡大

　現在、市が実施している振込詐
欺等抑止電話装置購入及び設置費
の助成対象範囲を、65歳以上の高
齢者がいる全ての世帯に拡大をし
ます。
　この機会にぜひご利用ください。
■助成金額
　装置 1台につき 1万円　
　※個人負担 3千円
■受付締切日
　2月 10日（水）
■申請場所　商工観光課窓口
　※電話申込可
■詳細は問い合わせください
　商工観光課商工労政担当
　（215・216）
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子
宮
頸
が
ん
は
、正
し
い
知
識
と
十
分
な
理
解
を
！

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る

各
種
お
知
ら
せ

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
予
防
接
種
に
関
す
る
相

談
窓
口
を
設
置

　
子
宮
頸
が
ん
等
を
予
防
す
る
目

的
で
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
予
防
接
種（
H
P
V
ワ

ク
チ
ン
接
種
）
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
当
該
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
後

に
生
じ
た
症
状
に
よ
り
、
日
常
生

活
・
学
校
生
活
に
支
障
を
来
す
事

例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、山
梨
県
に
H
P
V
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
に
症
状
が
生
じ
た
方
に

対
す
る
相
談
・
支
援
体
制
の
充
実

を
図
る
た
め
相
談
窓
口
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

■
設
置
部
署

・�

医
療
、
生
活
、
救
済
制
度
等
に　

関
す
る
相
談
受
付

　
山
梨
県
福
祉
保
健
部

　
　
健
康
増
進
課
（
県
庁
内
）

・�

教
育
、
学
校
生
活
等
に
関
す
る　

相
談
受
付

　
山
梨
県
教
育
委
員
会
教
育
庁

　
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課（
県
庁
内
）

■
受
付
時
間

　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
9
時
～
正
午
・
13
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
福
祉
保
健
部

　
　
　
　
　
　
健
康
増
進
課

☎
0
5
5
-2
2
3
-1
4
9
4

　
山
梨
県
教
育
庁

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

☎
0
5
5
-2
2
3
-1
7
8
5

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は

有
効
性
と
リ
ス
ク
を
ご
理
解
の

う
え
接
種
を
！

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
よ
る
副
反
応
報
告
が
寄
せ

ら
れ
た
た
め
、
厚
生
労
働
省
で
は

現
行
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的

勧
奨
を
行
わ
な
い
よ
う
勧
告
し
て

お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
定
期

接
種
が
中
止
さ
れ
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
中
学
1
年
生
か

ら
高
校
1
年
生
相
当
年
齢（
女
子
）

の
方
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
保
健
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
接
種
に
あ
た
っ
て
は
、
医
療
機

関
に
ご
相
談
の
う
え
、
ワ
ク
チ
ン

の
有
効
性
と
リ
ス
ク
を
十
分
ご
理

解
の
う
え
で
接
種
の
ご
判
断
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課
健
康
増
進
担
当

　
　
　
　
　
☎
2
3
-4
3
1
0

子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種

後
の
副
作
用
に
関
す
る
救
済
制

度
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
3
月
31
日
に
ま
で
に
、

市
の
助
成
に
よ
り
、
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
い
ず
れ
か
を
接
種
し

た
方
の
う
ち
、
接
種
後
に
何
ら
か

の
症
状
が
生
じ
、
医
療
機
関
を
受

診
し
た
方
は
、
接
種
と
の
関
連
性

が
認
定
さ
れ
る
と
、
医
療
費
・
医

療
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
具

体
的
な
請
求
方
法
等
に
つ
い
て
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※�

支
給
対
象
と
な
る
の
は
請
求
し

た
日
か
ら
遡
っ
て
5
年
以
内
に

受
け
た
医
療
に
限
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人

　
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構

　
　
　
　
救
済
制
度
相
談
窓
口

☎
0
1
2
0
-1
4
9
-9
3
1

�

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

輝
く
女
性
を
応
援
！　
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
レ
ポ
ー
ト
⑧

　
韮
崎
生
活
学
校
は
、
昭
和
53
年

の
設
立
以
来
、
日
常
生
活
や
地
域

の
中
で
の
悩
み
や
疑
問
を
取
り
上

げ
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら

テ
ー
マ
を
決
め
、
主
婦
の
視
点
で

調
査
研
究
、
学
習
を
積
み
重
ね
実

践
活
動
を
通
し
て
、
行
政
や
事
業

者
、
関
係
団
体
な
ど
と
対
話
集
会

を
持
ち
解
決
す
る
と
い
う
手
法
で

活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
最
近
の
主
な
活
動
は
、
子
ど
も

の
食
育
推
進
の
た
め
に
手
作
り
紙

芝
居
の
実
演
、
ノ
ー
レ
ジ
袋
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
消
費
者
被
害
防

止
活
動
、
災
害
時
に
備
え
て
の
非

常
食
調
理
実
習
や
キ
ャ
ン
ド
ル
作

り
、生
ご
み
の
ひ
と
絞
り
運
動
、食

品
ロ
ス
削
減
運
動
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

時
に
は
楽
し
み
の
研
修
旅
行
や
市

議
会
傍
聴
、
食
事
会
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、そ
の
時
々
の
社
会
状
況
に

対
応
出
来
る
知
識
や
心
の
糧
を
得

ら
れ
る
工
夫
を
し
な
が
ら
、全
国
や

県
内
の
同
志
仲
間
と
の
交
流
会
な

ど
を
通
し
て
、情
報
交
換
や
課
題
の

共
有
な
ど
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
メ
ン
バ
ー
皆
で

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
し
な
が
ら
、

行
政
機
関
と
の
協
働
体
制
を
つ
く

り
、
そ
し
て
意
見
を
表
明
出
来
る

機
会
を
多
く
得
な
が
ら
、
少
し
で

も
地
域
社
会
を
良
く
す
る
た
め
に

社
会
参
加
を
行
動
化
し
て
、
課
題

解
決
に
向
け
て
の
活
動
が
続
け
ら

れ
る
よ
う
希
求
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

男
女
年
齢
を
問
わ
ず
メ
ン
バ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
生
活
学
校
（
今
福
）

�

☎
2
5
-5
2
6
4

と
も
に
学
び
、と
も
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

�

韮
崎
生
活
学
校
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ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体

　

 

記

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
・
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市

姉
妹
都
市
交
換
留
学
生

験
す
ば
ら
し
い
3
週
間

　
　
　
韮
崎
東
中
学
校

�

中
山　
礼
偉

　
僕
が
ア
メ
リ
カ
に
行
き
た
い
と

思
っ
た
理
由
は
、
外
国
の
文
化
や

ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な
の
で
英
語
を

勉
強
し
て
理
解
し
た
い
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。
3
週
間
も
の
期
間
を

海
外
で
過
ご
す
と
い
う
の
は
初
め

て
な
の
で
不
安
や
緊
張
も
あ
り
ま

し
た
。
現
地
の
方
の
英
語
は
想
像

以
上
に
速
く
手
こ
ず
り
ま
し
た
が
、

僕
の
つ
た
な
い
英
語
を
理
解
し
て

く
れ
よ
う
と
温
か
く
迎
え
て
く
れ

た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
現
地
の

方
々
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

モ
ン
ト
レ
ー
で
見
た
夕
日
、
盛
大

な
ク
リ
ス
マ
ス
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

　
12
月
19
日
か
ら
1
月
10
日
の
日
程
で
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
へ
「
姉
妹
都
市
中
学
・
高
校
生

派
遣
事
業
」
の
交
換
留
学
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
6
名
の
生
徒
た
ち
が
、
23
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
、
無
事
帰

国
し
ま
し
た
。
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験
を
通
じ
て
、そ
れ
ぞ
れ
が
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た

こ
と
な
ど
、
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す

ス
コ
で
の
バ
レ
エ
鑑
賞
な
ど
経
験

し
た
全
て
の
も
の
が
、
一
生
の
宝

物
で
す
。

3
週
間
を
過
ご
し
て

　
　
　
韮
崎
東
中
学
校　

�

山
本　
彩
佳

　

最
も
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
、

物
の
サ
イ
ズ
が
大
き
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
オ
ー
ブ
ン
は
小
さ
め
の

洗
濯
機
と
同
じ
位
だ
っ
た
り
、
家

の
中
な
の
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

は
2
m
位
あ
り
、日
本
と
は
違
う

と
実
感
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
男
の
子
た
ち
の
対
応
は

優
し
く
紳
士
的
で
、
混
ん
で
い
る

お
店
で
席
を
見
つ
け
て
く
れ
た
り

ド
ア
を
開
け
て
く
れ
た
り
と
さ
り

げ
な
い
気
配
り
が
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は

日
本
の
カ
レ
ー
や
ク
ッ
キ
ー
を

作
っ
た
り
、
旅
行
に
も
行
き
ま
し

た
。

　
毎
日
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で

す
が
、
話
し
た
い
こ
と
が
伝
わ
ら

ず
も
ど
か
し
い
思
い
も
た
く
さ
ん

し
ま
し
た
。
発
音
が
と
て
も
大
切

だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
を
糧
に
英
語
力
を

高
め
、
も
う
一
度
ア
メ
リ
カ
へ
行

き
た
い
で
す
。

パーティーでホストファミリーの皆さんと記念撮影

ジェリーベリー工場で知られるフェアフィールド。
工場ではサンタクロースにも会いました。
※写真右は引率していただいた、利根川清子先生
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思
い
出
と
い
う
宝
物

　
　
　
韮
崎
西
中
学
校　

�

浅
川　
果
音

　

初
め
て
の
海
外
、
初
め
て
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
楽
し
み
と
同
時
に
不
安
な
気

持
ち
の
中
で
の
出
発
で
し
た
。
し

か
し
現
地
に
着
く
と
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
方
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

方
々
が
優
し
く
接
し
て
く
れ
、
不

安
は
な
く
な
り
充
実
し
た
3
週
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
番
の
体
験
は
や
は
り
ク
リ
ス

マ
ス
で
す
。
大
き
い
ハ
ム
や
ク
ッ

キ
ー
を
焼
い
た
り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
た
く
さ
ん
も
ら
っ
た
り
、
本
場

の
ク
リ
ス
マ
ス
を
体
験
で
き
た
こ

と
は
と
て
も
貴
重
な
体
験
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、不
安
だ
っ

た
英
語
も
、
終
盤
に
は
大
分
慣
れ

て
聞
き
取
る
こ
と
が
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
っ
と
勉
強
を
し
言
葉
が
通
じ

合
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

貴
重
な
体
験
と
思
い
出

　
　
　
韮
崎
西
中
学
校　

�

大
橋　
凜
乃

　
今
回
の
貴
重
な
体
験
で
宝
物
の

よ
う
な
思
い
出
を
つ
く
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
一
番
強
く
感
じ
た
事

は
人
と
の
つ
な
が
り
で
す
。
初
め

て
の
外
国
と
い
う
事
で
不
安
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
や
現
地
の
人
は
、
日
本
語

や
分
か
り
や
す
い
言
葉
を
使
っ
て

く
れ
た
り
、
困
っ
て
い
る
と
手
助

け
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。
親
切
で

優
し
い
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
私
は
楽
し
い
時
間

を
過
ご
せ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
現
地
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
や

日
本
で
は
見
る
事
の
で
き
な
い
建

物
や
景
色
に
は
感
動
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
貴
重
な
経
験
が
で
き

た
の
は
た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
か

げ
で
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
こ
の
経
験
を
今
後
に
活
か
し

た
い
で
す
。

文
化
の
違
い
と
い
う	

	

　
　
　
　
　
貴
重
な
経
験

　
　
　
韮
崎
東
中
学
校　

�
吉
田　
さ
く
ら

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
モ
ン
ト

レ
ー
へ
の
小
旅
行
、
遊
園
地
、
本

場
の
ク
リ
ス
マ
ス
、
学
校
訪
問
な

ど
の
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
り

ま
す
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
、

バ
レ
エ
の
「
く
る
み
割
り
人
形
」

を
観
ま
し
た
。
学
校
訪
問
で
は
、

フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
高
校
に
行
き

ま
し
た
。
学
校
に
制
服
で
な
く
私

服
で
通
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、授

業
中
に
お
菓
子
を
食
べ
て
い
る
人

が
い
て
も
先
生
は
何
も
言
わ
な
く

て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
楽
し
く
3
週
間
を
過
ご
せ
、
日

本
と
の
文
化
の
違
い
も
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
事
を
活
か
し
て

も
っ
と
英
語
が
話
せ
る
よ
う
勉
強

を
し
、
も
う
一
度
ア
メ
リ
カ
に
行

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

派
遣
事
業
を
終
え
て

　
　
　
韮
崎
西
中
学
校　

�

田
邊　
加
奈

　
大
切
な
の
は
「
勇
気
」
と
「
伝

え
よ
う
と
す
る
こ
と
」。私
は
こ
の

こ
と
を
ア
メ
リ
カ
で
学
び
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
初
め
て

会
っ
た
時
、
と
て
も
緊
張
し
て
い

ま
し
た
。そ
ん
な
時
、ホ
ス
ト
フ
ァ

ザ
ー
か
ら
質
問
さ
れ
て
、
私
は
す

ぐ
に
ど
う
答
え
れ
ば
良
い
の
か
わ

か
ら
ず
勉
強
不
足
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
こ
の
た
め
最
初
は
オ
ド
オ

ド
し
て
し
ま
い
話
題
を
変
え
ら
れ

て
し
ま
う
時
も
何
回
か
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
自

分
の
思
っ
て
い
る
事
が
伝
わ
ら
な

い
と
思
い
、
恥
を
捨
て
簡
単
な
単

語
で
も
何
と
か
伝
え
よ
う
と
し
ま

し
た
。す
る
と
、何
と
な
く
わ
か
っ

て
く
れ
て
、
全
部
伝
わ
っ
た
と
き

は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
そ

こ
か
ら
会
話
が
楽
し
く
な
り
充
実

し
た
生
活
が
お
く
れ
ま
し
た
。
良

い
経
験
が
で
き
て
と
て
も
よ
か
っ

た
で
す
。

平成 27年度姉妹都市中学・高校生派遣事業日程表
月　日 日　程
12/19 フェアフィールド市到着

12/20 Family Day・
ウェルカムパーティ

12/21 フェアフィールド市役所訪問
12/22 サンフランシスコ観光
12/23 バレエ「くるみ割り人形」公演鑑賞
12/24

Family Day12/25
12/26
12/27

モントレー小旅行12/28
12/29
12/30 Family Day

12/31 ～ 1/3 Family Day・ニューイヤーズイブパーティ
1/4 サクラメント・州議会議事堂訪問

1/5 ～ 7 学校訪問

1/8 学校訪問・フェアウェル（お別れ）
パーティー

1/9 フェアフィールド市出発
1/10 韮崎市到着

姉妹都市派遣学生の証書をいただきました
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市
で
は
、市
民
ま
た
は
本
市
に

ゆ
か
り
の
深
い
個
人
及
び

団
体
等
で
、
芸
術
・
技
術
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
等
の
様
々
な
分
野
に
お

い
て
、
顕
著
な
功
績
を
挙
げ
、
市

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献
の

あ
っ
た
方
々
を
対
象
に
「
韮
崎
市

長
特
別
表
彰
」
を
授
与
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
た
び
、
プ
ロ
の
盆
栽
作
家

が
競
い
合
う
「
第
41
回
日
本
盆
栽

作
風
展
（
平
成
27
年
10
月
開
催
・

日
本
盆
栽
共
同
組
合
主
催
）」で
内

閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
、

秋
山
盆
栽
園
主
の
秋
山
実
さ
ん

（
富
士
見
3
丁
目
在
住・36
歳
）
に

韮
崎
市
長
特
別
表
彰
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　
日
本
盆
栽
作
風
展
は
、
盆
栽
作

家
が
熟
練
の
技
を
競
う
大
会
で
、

高
度
な
技
術
と
卓
越
し
た
芸
術
が

評
価
さ
れ
る
盆
栽
界
最
高
峰
の
大

会
で
あ
り
、
秋
山
さ
ん
は
、
平
成

20
年
に
史
上
最
年
少
で
の
同
賞
の

受
賞
を
皮
切
り
に
、平
成
23
年
、さ

ら
に
今
回
と
通
算
3
回
の
受
賞
を

す
る
な
ど
、こ
う
し
た
活
躍
が
、市

民
の
皆
さ
ん
に
明
る
い
希
望
を
与

え
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も

貢
献
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
韮

崎
市
長
特
別
表
彰
が
授
与
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
12
月
22
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ

た
授
与
式
で
は
、
内
藤
久
夫
市
長

か
ら
、「
こ
れ
か
ら
も
活
躍
し
、市

民
の
皆
さ
ん
に
勇
気
と
力
を
与
え

て
く
だ
さ
い
。」と
激
励
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
、
表
彰
状
と
記
念
の
楯

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
韮
崎
市
長
特
別

表
彰
の
受
賞
に
あ
た
り
、
秋
山
さ

ん
は
「
実
力
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し

い
表
彰
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
光
栄
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

韮
崎
市
を
有
名
に
で
き
る
よ
う
貢

献
し
て
い
く
と
同
時
に
、
た
く
さ

ん
の
方
々
に
喜
ば
れ
る
作
品
作
り

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。」と
喜
び

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
秋
山
さ
ん
受
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

盆栽の魅力を韮崎から発信
韮崎市長特別表彰を受賞
盆栽作家・秋山盆栽園主　秋山実さん

心
に
残
る
風
景
と
、

　
思
い
出
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
N
H
K
―
B
S
プ
レ
ミ
ア
ム

で
放
送
予
定
の
、
に
っ
ぽ
ん
縦
断 

こ
こ
ろ
旅
（
2
0
1
6
春
の
旅
）。

　
俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん
が
、
大

好
き
な
自
転
車
で
、
東
京
都
を
ス

タ
ー
ト
し
、
神
奈
川
、
山
梨
、
長

野
、
新
潟
と
日
本
海
に
抜
け
福
島
、

山
形
か
ら
東
北
を
北
上
し
北
海
道

を
目
指
し
ま
す
。

　
旅
の
手
が
か
り
は
、
視
聴
者
の

み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
一
通

の
手
紙
。
大
切
な
人
と
の
別
れ
や
、

人
生
を
揺
る
が
す
大
き
な
事
件
な

ど
、
人
生
の
転
機
に
生
き
る
力
を

与
え
て
く
れ
た
み
な
さ
ん
の
「
忘

れ
ら
れ
な
い
風
景
」を
も
と
に
、地

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

お
手
紙
募
集

元
の
人
々
と
ふ
れ
あ
い
、
峠
を
の

ぼ
り
谷
を
下
り
な
が
ら
旅
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

　
番
組
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の

お
手
紙
で
旅
の
ル
ー
ト
を
決
定
す

る
た
め
、「
忘
れ
ら
れ
な
い
場
所
、

風
景
」
に
ま
つ
わ
る
手
紙
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

　
■
山
梨
県
の
放
送
予
定

　
　
4
月
18
日
（
月
）

　
　
〜
4
月
22
日
（
金
）

■
応
募
方
法

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
性

別
、
年
齢
、
思
い
出
の
場
所
、
風

景
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
明

記
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

☆
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 w
w
w
.nhk.or.jp/kokorotabi/

☆
F
A
X

　
0
3
-3
4
6
5
-1
3
2
7

☆
郵
送

　
〒
1
5
0
-8
0
0
1

　
N
H
K
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

■
応
募
期
限

　
3
月
14
日
（
月
）
必
着

■
問
い
合
わ
せ

　
N
H
K
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
7
0
-0
6
6
-0
6
6

▲韮崎市長特別表彰が贈られた秋山実さん（写真左）と内藤久夫市長

（写真提供：NHK）
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ニ
コ
リ

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報

ニ
コ
リ
主
催
イ
ベ
ン
ト

�

問
合
せ
☎
2
2
―
1
1
2
1

懐
か
し
い
映
画
上
映
会（
無
料
）

■
日
時　
3
月
5
日
（
土
）

※
開
演
10
時
30
分
（
開
場
10
時
）

■
場
所　
3
階　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
定
員　
70
名

市
立
図
書
館

�

問
合
せ
☎
2
2
―
4
9
4
6

2
月
展
示	

	
	

「
富
士
山
に
恋
し
て
～
2
2
3
～
」

　
2
月
と
言
え
ば
バ
レ
ン
タ
イ
ン

で
す
が
、
2
月
23
日
に
は
富
士
山

の
日
も
あ
り
ま
す
。

　
歴
史
や
旅
行
・
登
山
等
の
富
士

山
関
連
の
資
料
は
も
ち
ろ
ん
、
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
や
バ
レ
ン
タ
イ
ン
、

縁
結
び
の
本
も
展
示
し
ま
す
。

■
展
示
期
間

　
1
月
30
日
（
土
）
～

　
2
月
25
日
（
木
）

朗
読
の
つ
ど
い　
（
無
料
）

■
日
時　
2
月
20
日 （
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
図
書
館
会
議
室

宇
宙
学
校
・
に
ら
さ
き
（
無
料
）

　
J
A
X
A
宇
宙
科
学
研
究
所

が
全
国
で
行
う
「
宇
宙
学
校
」
が
、

県
内
の
初
開
催
地
と
し
て
韮
崎
に

や
っ
て
き
ま
す
。
対
象
は
小
学
4

年
生
か
ら
中
学
生
で
す
。

※�

ご
家
族
や
大
人
の
方
も
参
加
可

「
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
作
る

微
小
重
力
の
世
界
」

�

講
師　

 

石
川　
毅
彦
氏

　
�「

赤
外
線
で
探
る
銀
河
・
星
・
惑

星
系
誕
生
の
謎
」

�

講
師　

 

和
田　
武
彦
氏

■
日
時　
3
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時
10
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
3
階

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
定
員　
1
3
0
人
程
度

■
申
し
込
み
方
法

　
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
又
は
電
話

中
央
公
民
館

�

問
合
せ
☎
2
0
―
1
1
1
5

親
子
ふ
れ
あ
い		

	

「
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
」
長
縄
跳
び	

�

体
験
教
室

　
2
本
の
縄
を
使
っ
て
跳
ぶ
縄
跳

び
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
は
、
バ
ラ
ン
ス

感
覚
や
集
中
力
が
身
に
つ
く
誰
で

も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

■
日
時　
2
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　
市
営
体
育
館

■
定
員　
市
内
小
学
生
親
子
30
名

■
参
加
費　
無
料

■
講
師　
山
梨
大
学

　
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル

■
持
ち
物　
室
内
運
動
靴・飲
み
物

■
申
込
開
始　
2
月
1
日
（
月
）

中
央
公
民
館
文
学
講
座	

	

竹
取
物
語
へ
の
招
待（
全
2
回
）

　
古
典
初
心
者
に
も
お
楽
し
み
い

た
だ
け
る
講
座
で
す
。

■
日
時　
3
月
5
・
19
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
1
階
会
議
室
6

■
参
加
費　
6
0
0
円

■
定
員　
20
名

■
講
師　
山
梨
英
和
大
学

　
非
常
勤
講
師　
渡
邊
久
壽
氏

■
申
込
開
始　
2
月
1
日
（
月
）

中
央
公
民
館
・	

	
	

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
共
催
企
画	

親
子
お
楽
し
み
人
形
劇（
無
料
）

　
絵
本
で
お
な
じ
み
の
お
話
や
ブ

ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
も
登
場
す
る
、

親
子
で
楽
し
む
人
形
劇
で
す
。

■
日
時　
3
月
9
日
（
水
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
3
階

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
出
演　
人
形
劇
団
こ
ん
ぺ
い
と
う

■
定
員　
0
～
3
歳
児
と

　
　
　
　
そ
の
保
護
者
50
組

■
申
込
開
始　
2
月
11
日
（
木
）

■�

申
込
方
法　
中
央
公
民
館
へ
の

電
話
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
も
申
込
可　

�

（
☎
2
3
-7
6
7
6
）

※�

に
ら
ち
び
H
P
か
ら
も
受
付
可

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

�

問
合
せ
☎
2
3
―
7
6
7
6

エ
ビ
カ
ニ
マ
マ
ズ
★
プ
レ
ゼ
ン
ツ

マ
マ
の
た
め
の		

	

癒
し
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
市
制
祭
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
で
優

勝
し
た
マ
マ
た
ち
が
企
画

■
日
時　
3
月
1
日
（
火
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
3
階

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
定
員　
0
～
3
歳
児
と

　
　
　
　
そ
の
保
護
者
80
組

■�

出
演　
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
＆
A
K
I
＆
（
ア
キ
）
さ
ん

■
申
込
開
始　

　
☆
韮
崎
市
民
先
行
申
込　
　

　
　
2
月
11
日
（
木
）
か
ら

■
申
込
方
法

　
電
話
又
は
に
ら
★
ち
び
H
P

韮
崎
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

入
会
説
明
会

　
入
会
案
内
や
先
輩
マ
マ
の
体
験

談
、
ま
か
せ
て
会
員
さ
ん
の
「
お

も
て
な
し
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」
も
あ

り
ま
す
。

■
日
時　
2
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

■
場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象　
0
歳
児
～
小
学
生
の
保

　
護
者
（
プ
レ
マ
マ・パ
パ
も
可
）

■
申
込　
随
時
電
話
申
込

に
ら
★
ぐ
る
み
ん
ま
つ
り

　
韮
崎
市
の
子
育
て
に
優
し
い
お

店
が
大
集
合
！
「
お
買
い
も
の
」

や
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
ワ
ン

コ
イ
ン
以
下
で
楽
し
め
ま
す
。

■
日
時　
2
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　
10
時
～
13
時

メール119緊急通報システムのサービスを開始
　音声による 119 番通報が困難な聴覚又は言語等に障がいのある方
が、携帯電話又はパソコンの電子メール機能を利用して峡北広域行政
事務組合消防本部へ消防車や救急車の要請ができるサービスが開始さ
れます。
■運用開始日　2月 1日（月）
■�利用対象者　「韮崎市・北杜市・甲斐市（旧双葉町）」に居住若しくは
通勤、通学している聴覚又は言語等に障がいのある方（※要事前登録）

■申し込み・問い合わせ　
　峡北広域行政事務組合消防本部指令課　☎ 22-0119
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く
ら
し
の

情
報

infor
mation

　
医　
療

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る	

診
療
費
の
支
払
を
開
始

　
市
立
病
院
で
は
、
2
月
16
日
か

ら
診
療
費
な
ど
の
支
払
い
に
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
使
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
急
な
け
が
で
現
金
の
持
ち
合
わ

せ
の
な
い
時
や
入
院
し
て
高
額
な

支
払
い
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
も

手
元
に
現
金
を
用
意
せ
ず
精
算
が

で
き
、
便
利
で
安
心
で
す
。

■
利
用
可
能
な
カ
ー
ド

「
V
I
S
A
」「
M
U
F
G
」

「
M
a
s
t
e
r
C
a
r
d
」

「
D
C
」「
U
F
J
」「
N
I
C
O
S
」

※�

２
回
払
い
及
び
ボ
ー
ナ
ス
払
い

は
不
可

■
利
用
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

　
現
金
払
い
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
払
い
と
の
併
用
や
2
枚
以
上
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
組
み
合
わ

せ
て
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　
市
立
病
院
総
務
担
当

�

☎
2
2
-1
2
2
1

　
環
境
・
ゴ
ミ

蛍
光
灯
・
乾
電
池
な
ど	

	

有
害
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま
す   

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

返
戻
さ
れ
た
通
知
カ
ー
ド
の	

受
取
方
法
に
つ
い
て

　
昨
年
中
に
各
世
帯
へ
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
係
る
通
知
カ
ー
ド
を

送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
届
い
て
い
な
い
場
合
は
市
役

所
へ
返
戻
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
通
知
カ
ー
ド
の
お
受
取
の
際
に

は
次
の
書
類
を
持
参
し
市
役
所
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
6
月
末
ま
で
に
お
受
取

に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
通
知

カ
ー
ド
は
国
へ
返
還
登
録
を
行
い

破
棄
さ
れ
ま
す
。

※�

国
へ
返
還
後
に
再
発
行
す
る
場　

合
は
手
数
料
が
掛
か
り
ま
す
の　

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■�

必
要
書
類

　

�【
本
人
の
場
合（
世
帯
構
成
員
も

含
む
）】

・�

印
鑑

・�

本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
が
あ
る

場
合
は
1
点
、無
い
場
合
は
2
点
）

【
代
理
人
の
場
合
】

右
記
の
本
人
確
認
書
類
に
加
え

・�

代
理
人
の
印
鑑

・�

代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

　

�

顔
写
真
が
あ
る
場
合
は
1
点
、

無
い
場
合
は
2
点
）

・�

委
任
状

■
問
い
合
わ
せ

　
市
民
課
市
民
担
当

�

（
内
線
1
2
3
～
1
2
6
）

　
2
月
は
、
各
地
区
及
び
拠
点
で

の
リ
サ
イ
ク
ル
会
場
で
、
蛍
光
灯

や
乾
電
池
、
水
銀
式
体
温
計
や
鏡

な
ど
水
銀
を
含
ん
だ
も
の
の
収
集

を
行
い
ま
す
。（
次
回
は
9
月
）

　
な
お
、
排
出
の
際
は
、
必
ず
袋

や
ビ
ニ
ー
ル
袋
か
ら
出
し
た
状
態

で
排
出
場
所
に
備
え
ら
れ
た
コ
ン

テ
ナ
等
の
回
収
容
器
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
電
球
、
グ
ロ
ー

ラ
ン
プ
、
割
れ
て
し
ま
っ
た
蛍
光

灯
は
、
不
燃
ご
み
と
し
て
排
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
収
集
場
所
や
日
程
に
つ
い
て
は
、

各
戸
配
付
し
て
あ
り
ま
す
「
平
成

27
年
度
ご
み
・
資
源
物
収
集
日
程

表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課
環
境
政
策
担
当

�

（
内
線
1
3
1
・
1
3
2
）

　
農　
業

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の		

見
直
し
を
行
い
ま
す

　
市
で
は
、
毎
年
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
将

来
の
農
地
の
あ
り
方
、
地
域
の
担

い
手
の
確
保
な
ど
人
と
農
地
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
計
画
で
、

こ
の
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

と
「
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
」、

「
ス
ー
パ
ー
L
資
金
の
当
初
5
年

間
無
利
子
化（
認
定
農
業
者
）」、な

ど
と
い
っ
た
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
位
置
づ
け
ら
れ

る
こ
と
が
、
各
種
補
助
金
を
受
け

る
た
め
の
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
認
定
農
業
者
と
し
て
経

営
規
模
拡
大
を
検
討
し
て
い
る
方

や
新
規
に
就
農
を
検
討
し
て
い
る

方
は
、
2
月
12
日
（
金
）
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。検
討
会
は
、2

月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
農
林
課
農
林
振
興
担
当

�

（
内
線
2
2
3
）

　
福
祉
・
保
健

義
援
金
の
報
告
と
お
礼

　
台
風
第
18
号
等
大
雨
災
害
義
援

金
及
び
東
日
本
大
震
災
義
援
金
に

つ
き
ま
し
て
、
た
く
さ
ん
の
ご
支

援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

各
義
援
金
の
総
額
を
報
告
し
ま
す
。

（
※
12
月
15
日
現
在
）

★
台
風
18
号
等
大
雨
災
害
義
援
金

　
義
援
金
総
額�
7
，
9
8
0
円

★
東
日
本
大
震
災
義
援
金

　
義
援
金
総
額

�

１
３
，
0
3
0
，
8
4
6
円

■
受
付
期
限　
3
月
31
日
（
木
）

■
受
付
場
所　
庁
舎
1
階
福
祉
課

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

�

（
内
線
1
8
0
）

第
31
回
韮
崎
市
社
会
福
祉
大
会

　
本
市
の
社
会
福
祉
関
係
者
が
一

堂
に
会
し
、
社
会
福
祉
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
個
人
・
団
体
な
ど

に
感
謝
し
、
地
域
福
祉
の
更
な
る

発
展
の
た
め
、
社
会
福
祉
大
会
を

開
催
し
ま
す
。　
（
参
加
無
料
）

■
日
時　
2
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時
15
分

■
場
所　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル（
大
ホ
ー
ル
）

■
基
調
講
演
（
予
定
）

　
「
地
域
の
絆
、
み
ん
な
の
笑
顔
」

　
こ
こ
ろ
元
気
研
究
所
所
長

�

鎌
田
敏　
氏

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

�

☎
2
2
-6
9
4
4

4
月
か
ら
介
護
保
険
課
が
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
に
移
転
し
ま
す

　
市
で
は
、
介
護
保
険
課
業
務
と

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
介
護

保
険
事
業
を
一
体
的
に
推
進
す
る

た
め
、
介
護
保
険
課
の
執
務
場
所

を
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
本
町
三

丁
目
6
番
3
号
）
内
に
移
転
し
ま

す
。
な
お
、
移
転
後
、
転
入
・
転

出
等
に
伴
う
介
護
保
険
の
資
格
の

届
出
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
1
階

市
民
課
国
保
医
療
担
当
窓
口
で
手

続
き
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
介
護
保
険
課
介
護
保
険
担
当

�
（
内
線
1
1
2
～
1
1
4
）

2016.2
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■�

申
込
期
限　
各
開
催
日
1
週
間

前
ま
で
（
F
A
X
申
込
可
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
N
P
O
法
人
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

�

☎
2
1
-2
2
5
5

�

FAX

2
2
-0
4
9
8

　
募
集
・
そ
の
他

フ
ラ
ダ
ン
ス
&
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ

ン
ス
サ
ー
ク
ル
新
メ
ン
バ
ー
募
集

　
未
経
験
者
、
初
心
者
大
歓
迎
！

基
礎
か
ら
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

■
場
所　
ニ
コ
リ
音
楽
室

■
日
時　
木
曜
日
（
毎
月
3
回
）

☆
フ
ラ
ダ
ン
ス

　
　
19
時
10
分
～
20
時
40
分

☆
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス

　
　
20
時
45
分
～
21
時
45
分

■
会
費　
4
5
0
0
円
（
フ
ラ
）

　
3
5
0
0
円
（
タ
ヒ
チ
）

※
体
験
レ
ッ
ス
ン
あ
り
（
無
料
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

�
☎
0
9
0
-6
5
6
3
-0
0
3
3

�

（
桜
田
）

道
の
駅
は
く
し
ゅ
う
刑
務
所
作

業
製
品
展
示
即
売
会

■
日
時　
2
月
7
日
（
日
）

　
　
　
　
9
時
～
15
時

■
場
所　
道
の
駅
は
く
し
ゅ
う

■
販
売
品
の
内
容

　
全
国
の
刑
務
所
で
製
作
さ
れ
た

刑
務
作
業
製
品
、
革
靴
、
革
座
布

団
、
整
理
箱
、
日
用
雑
貨
等

■
問
い
合
わ
せ

　

�

嬌
生
協
会
刑
務
所
作
業
協
力
事　

業
部
甲
府
地
方
事
務
所

�

☎
0
5
5
-2
2
0
-2
0
8
7

　
相　
談

相
続
登
記
お
済
で
す
か
相
談
会

■
日
時　
2
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
～
16
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
1
階
会
議
室

■�

相
談
内
容　
相
続
、
不
動
産
登

記
、会
社
登
記
、成
年
後
見
、金

銭
ト
ラ
ブ
ル
等

■
相
談
員　

　
山
梨
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
峡
北
支
部
会
員

■
問
い
合
わ
せ
（
予
約
不
要
）

　
山
梨
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
相
談
セ
ン
タ
ー

�

☎
0
5
5
-2
5
3
-2
3
7
6

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・
ス
ポ
ン

サ
ー
企
業
決
定
の
お
知
ら
せ

　
韮
崎
市
文
化
ホ
ー
ル
に
お
け
る

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
施
設
命
名

権
）
の
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
が
、
東

京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
山
梨
株
式
会
社

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
『
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文

化
ホ
ー
ル
』
の
名
称
で
、
4
月
か

ら
引
き
続
き
5
年
間
、
芸
術
・
文

化
活
動
の
中
心
施
設
と
し
て
、
地

域
文
化
の
創
造
と
発
展
が
で
き
る

よ
う
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
生
涯
学
習
担
当

�
（
内
線
2
6
6
）

　
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

話
題
の
タ
イ
式
ヨ
ガ	

	

　
　
ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン		

�

体
験
会
を
開
催

　
ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン
を
4
月
か

ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
追
加
す
る
の
に

併
せ
て
、
次
の
と
お
り
体
験
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日　

　
2
月
13
日
（
土
）・
27
日
（
土
）

　
3
月
12
日
（
土
）・
26
日
（
土
）

■
時
間　
18
時
45
分
受
付
開
始

■
場
所　
市
営
体
育
館

■�

参
加
費　
5
0
0
円（
保
険
代　

込
）ク
ラ
ブ
会
員
は
2
0
0
円

■
募
集
人
数　
各
日
先
着
25
名

■
持
ち
物　
タ
オ
ル
・
飲
み
物

■
講
師　
R
e
i
c
o
氏

　
市
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

選
手
の
活
躍
を
応
援
し
よ
う
！

■
日
時

　
2
月
14
日
（
日
）
雨
天
決
行

■�

場
所
・
時
間　
北
巨
摩
合
同
庁

舎
前　
10
時
ス
タ
ー
ト

　
ゴ
ー
ル
会
場
市
営
体
育
館

　
12
時
30
分
終
了
予
定

※�

当
日
は
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ

る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
体
育
協
会

�

☎
2
2
-0
4
9
8

　
教
育
・
文
化

韮
崎
市
育
英
奨
学
金

　
市
で
は
、
大
学
や
短
大
、
各
種

専
門
学
校
に
在
学
中
又
は
進
学
さ

れ
る
方
を
対
象
に
、
育
英
奨
学
金

を
貸
付
し
ま
す
。

■
貸
付
額　
年
額
24
万
円

■�

貸
付
期
間　
決
定
時
か
ら
在
学
す

る
学
校
の
最
短
修
業
年
限
ま
で

※�

貸
付
終
了
時
、
本
人
が
市
内
に　

住
所
を
有
す
る
場
合
、
返
還
金　

の
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
奨
学
金
の
返
還
（
無
利
息
）　

　
10
年
以
内
返
済
（
半
年
賦
）

■
申
込
期
限　
3
月
3
日
（
木
）

※
詳
細
広
報
12
月
号
9
頁
参
照

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
学
校
教
育
担
当

�

（
内
線
2
6
4
・
2
6
5
）

気
象
警
報
は
、
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
（
d
ボ
タ
ン
）
を
活
用
し
、
最
新
情
報
を
得
ま
し
ょ
う
！

第45回信玄公祭り
ボランティアスタッフ募集
■日時　4月 9日（土）
①会場整理・運営　
　14時～ 19時 30分
②運行補助14時～16時30分
③祭り案内業務
　8日 ( 金 )15 時～ 18時又は
   9 日 ( 土 )10 時～ 17時
④救護補助  14時～19時30分
■募集人数
　① 70人、② 20人、③ 15人、
　④ 10人
　※原則 18歳以上の方
■応募方法
　�はがきに住所・氏名・年齢・
性別・電話・希望業務（③は
希望日記載）・過去の経験の
有無を明記のうえ郵送で申
し込み　FAX・メールも可
　※ 3月 10日（木）必着
■申し込み・問い合わせ
　〒 400-0031
　甲府市丸の内 1-6-1
　信玄公祭り実行委員会
� ボランティア係
☎ 055-231-2722
FAX 055-221-3040
m-maruyama@yamakan-

　 sk.jp
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■開 催 日   4 月 10 日（日）※雨天決行
■募集開始　2 月 15 日（月）　※ 2 月上旬より申込書配布開始
■申込方法　
　①直接申込
　　�直接申込をされる方は、申込用紙に必要事項をご記

入のうえ、スポーツ振興担当（市営体育館内）また
は市役所 2 階教育課に、参加料を添えてお申し込み
ください。

　　※受付時間 9 時～ 17 時（土・日曜、祝日は除く）
　②郵便振替
　　�申込用紙（振込用紙）に必要事項をご記入のうえ、郵便局で参加料をお振込みください。
　③インターネットからの申込（スマホ・携帯電話からも申込可）
　　�スポーツエントリーホームページ（https://www.sportsentry.ne.jp/）にアクセスし、
　　お申し込みください。※参加料の支払はインターネット決済
■注意事項
　申込後の取り消しや当日不参加の場合、参加料の返金はできません。
　�その他、詳細については、市役所や市営体育館に備付けの参加申込書、市公式ホームページ及びスポー
ツエントリーホームページをご覧ください。

■問い合わせ　武田の里ウォーク実行委員会事務局（市営体育館内）☎ 22-0498

　今大会は、前回までの諏訪～新府桃源郷間の 50km を踏破するナイトウォークからリニューアルし、
ノーベル賞を受賞した大村智博士を育んだ韮崎の自然・風景・文化を体感するウォーキング大会として生
まれ変わります。
　45km コース踏破で自己の限界への挑戦、20km・8km コースで心地よい汗を流すなど、ご自身の体
力に合わせてご参加ください。

武田の里と新府桃源郷コース
距　離 45kmコース 20kmコース 8kmコース

コース概要
幸福の小径～武田史跡～徳島堰～
新府桃源郷（新府共選場）～銀河鉄
道展望公園

幸福の小径～武田史跡～徳島堰～
七里岩（屏風岩）～新府桃源郷（新
府共選場）

新府城跡～新府桃源郷（新府共選場）

参加資格 高校生以上で健康に自信のある方 健康に自信のある方（※小学生以下は保護者が申込をし同行すること）
定　員 先着 400名 先着 300名 先着 300名
参加料 3,000 円 1,000 円 1,000 円

ウォーキング
スタート

午前 6時 午前 8時 午前 10時
※スタート会場：韮崎中央公園陸上競技場

ゴール
制限時刻

午後 6時 午後 3時
※ゴール会場：韮崎中央公園陸上競技場

参加賞ほか 参加者全員に「記念品」及び「温泉施設優待券」をプレゼント。45km踏破者には「踏破賞」も差し上げます。

　
韮
崎
市
で
は
、
平
成
21
年
度

に
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
「
減
災

力
の
強
い
ま
ち
づ
く
り
協
定
」

を
締
結
し
、第
1
回
減
災
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
て
以
来
、
防
災・

減
災
へ
の
具
体
的
な
取
組
み
と

併
せ
て
、
毎
年
継
続
し
て
市
民

向
け
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
各
地
で
自
然
災
害
が
多
発
す

る
中
、共
に
考
え
、気
づ
き
、行

動
す
る
た
め
、
7
回
目
と
な
る

減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
2
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル（
小
ホ
ー
ル
）

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

●
第
1
部　

　
経
過
報
告
と
今
後
の
計
画

●
第
2
部　
基
調
講
演

　

�

演
題 「
あ
れ
か
ら
5
年
、
今
、

　
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

　
ー
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
ー
」

　
東
北
大
学
災
害
科
学

　
国
際
研
究
所  

今
村
文
彦
所
長

■
問
い
合
わ
せ 

　
総
務
課
防
災
交
通
担
当 

　
（
内
線
3
3
9
・
3
9
9
）

第
7
回
減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

～大村智博士が愛した展望を楽しむ～

韮崎を再発見する新たなウォーキング大会にリニューアル
第16回武田の里ウォーク参加者募集
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　収入が一定額以下の配偶者がいる納税者の
所得税を軽減する「配偶者控除」について、女
性の社会進出を阻む要因となっているとして
廃止の方向が示されています。
　本制度の廃止が本当に女性の社会参画を促
すのか、あるいは女性が働くことを支援する
税制は他にありえないのかを考える学習会を
開催します。ぜひご参加ください。

■日　程　2 月 14 日（日）
■時　間　13時30分〜15時（予定）　
　　　　　※開場13時
■場　所　市民交流センター
　　　　　ニコリ（3 階多目的ホール）

《参加無料》※電卓をご持参願います

■講　師　太郎良 留美（たろうら るみ）氏
（山梨学院大学現代ビジネス学部、
　　　　　　大学院社会科学研究科 准教授）
長野県出身、笛吹市在住。租税法、税務会計
を専門とし、大学院修了後、仙台青葉学院短
期大学を経て、平成 26 年 4 月から山梨学院
大学現代ビジネス学部及び同大学院社会科学
研究科において准教授を務める。中小企業関
連の税制をはじめ、悪徳商法といった消費生
活関連の講演会で講師を務めるなど、生活に
身近な税についての講演活動も行っている。
■主　　　催　韮崎市女性団体連絡協議会
■問い合わせ　企画財政課企画推進担当（内線 356）

ノーベル賞が育まれたこの場所で、
すてきな出会いを見つけませんか？

　ノーベル賞を受賞された大村智
先生のゆかりの場所や市内の史跡
を巡る婚活イベントに参加して、
あなたにぴったりのパートナーを
見つけてみませんか。

■日　　時　3月 6日（日）
　　　　　　※9時30分集合受付
■集合場所　韮崎市役所 正面玄関
■対 象 者　  
　30歳～ 45歳までの独身男女
■定　　員　24名（男女各 12名）
■参 加 費　7,000 円
■申込締切　2月 25日（木）
 　※応募者多数の場合は抽選
■申込方法 　E メール
　下記をメールで送信願います
　①氏名（ふりがな）　②年齢
　③性別　④住所　⑤携帯番号
　⑥ご職業　⑦参加動機
　⑧イベントを何で知ったか
※�折り返し受付完了メールをお送
りします。数日しても届かない
場合はお問合せください。

■申し込み・問い合わせ
　企画財政課人口対策担当 
　　　　　　　　　（内線 359）
　メールアドレス
　kikaku@city.nirasaki.lg.jp

●国民健康保険より
　1月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負
担額）は、143,629,740 円（前年同月比 4.26%増）
で、1人あたりの保険者負担額は、18,736円（前年
同月比 7.71%増）でした。引き続き健康に気をつけ
医療費の節約にご協力ください。

●市の人口　1月 1日現在� （前月比）
　　男　：15,180 人 ( うち外国人 179人）	 6 人
　　女　：15,388 人 ( うち外国人 263人）	 1 人
　　計　：30,568 人 ( うち外国人 442人 )	 7 人
　世帯数：12,477 世帯	 　15世帯

学
び
、遊
び
、そ
し
て
地
域
と
の
交
流
　

子
ど
も
た
ち
の
安
心
安
全
な
放
課
後
の
居
場
所

「
穂
坂
小
学
校
放
課
後
子
ど
も
教
室
」が

�

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
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協

力
し
た
優
れ
た
地
域
に
よ
る
学
校
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れ
、
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校
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後
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も
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室
が
文
部
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学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
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放
課
後
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
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安
全
で
健
や
か
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居
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づ
く
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の
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、
地
域
の
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体
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
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を
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て
、
学
習

支
援
や
ス
ポ
ー
ツ
、
ダ
ン
ス
、
文

化
交
流
活
動
を
実
施
し
、
1
年
生

か
ら
6
年
生
ま
で
が
一
緒
に
な
っ

た
交
流
活
動
を
通
し
て
思
い
や
り

と
協
調
性
の
あ
る
豊
か
な
心
の
育

成
を
図
っ
て
い
ま
す
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受
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お
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で
と
う
ご
ざ
い
ま
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た
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de
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婚活

女
性
の
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会
参
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税
制
の
観
点
か
ら
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え
る

女
性
の
た
め
の
知
っ
て
得
す
る
学
習
会
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1
月
10
日
、
平
成
28
年
成
人
式

が
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ
、
平
成
7
年

4
月
2
日
か
ら
平
成
8
年
4
月
1

日
の
間
に
生
ま
れ
た
、
男
性

1
8
5
人
・
女
性
1
6
7
人
の
、

合
計
3
5
2
人
が
、決
意
新
た
に

大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
、
内
藤
市
長
を
は
じ

め
来
賓
の
方
々
か
ら
お
祝
い
の
言

葉
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
新
成
人
を

代
表
し
て
小
林
可
南
子
さ
ん
が

「
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
方
々
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

ま
ご
こ
ろ
を
持
っ
て
歩
ん
で
い
き

ま
す
。」と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

色鮮やかな振袖や、はかま姿、真新しいスーツに身を包んだ新成
人の皆さん。久しぶりに会う友人らと写真を撮ったり学生時代の
話に花を咲かせる姿があちらこちらで見られ、会場内は笑顔で溢
れていました。

平
成
28
年
韮
崎
市
成
人
式

決
意
新
た
に
新
成
人
3
5
2
人
が

大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す

▲�新成人を代表して、誓いの言葉を述べる
小林可南子さん


